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『
増
壱
阿
含
経
善
聚
品
32
-

4
天
使
経
』
考

(
2
)

牧

達

玄

『増
壱
阿
含
経
善
聚
品
32
-
4
天
使
経
』
(以
下
『増
阿
天
使
経
』
も
し

く
は
、
(
A
)
と
略
記
す
る
こ
と
あ
り
)
が
、
他

の
関
連
資

料

と

比

較

す

る

と
、
い
か
に
そ
の
内
容
が
混
乱
し
、
経
説
に

一
貫
性
の
な
い
資
料

で
あ

(
1
)

る
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
前
回
は
、
経
全
体
の
流
れ
か
ら
そ
れ
を
示
し

た
が
、
そ

の
状
態
は
、
説
か
れ
る
内
容

の
細
部
に
至

っ
て
も
随
所
に
見

受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
そ

の
後
得
ら
れ
た
結
果
を
含
め
、

前
回
あ
え
て
詳
述
し
な
か
っ
た
経

の
中
心
部
、
即
ち

「
地
獄
の
種
類
を

説
く
部
分
」
に
視
点
を
置
き
若
干
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
尚
、
関
連
資
料
と
は
、
前
回
同
様
、
『
M
N
1
3
0
・
U
e
v
a
d
u
t
a
』

(以
下
、
M
N
1
3
0
o
r
(
B
)
と

略
記
)、
『
中
阿
含
64

・
天
使

経
』
(同
、中
阿
天
使

経
o
r
(
C
)
)
、
『
仏

説
鐵
城
泥

梨
経
』
(同
、
鐵
城
泥
梨
経
o
r
(
D
)
)

、
『
泥
禦
経
』

後
半
部

(同
、
泥
梨
経
o
r
)
で
あ
り
、
参
考
資

料

と

し

て

『
長
阿
含

30
世
記
経
』
(同
、
世
記
経
)、

『立
世
阿
毘
曇
論
』
な
ど
を

取

り

上

げ

る
。さ

て
、
ま
ず
(
A
)
『
増阿
天
使
経
』
に
示
さ
れ
る
地
獄
処
を
、
説
か
れ

る
順
に
従

い
記
し
て
み
る
。
即
ち
、

1
 四
門
大
地
獄
(
2
)
大
山
地
獄
3
熱
灰
地
獄
(
4
)
刀
刺
地
獄
(
5
)
大
熱
灰
地

獄
6
刀
剣
地
獄
7
沸
尿
地
獄
(
8
)
熱
尿
地
獄
(
9
)
剣
樹
地
獄

(
2
)

の
各
地
獄
処
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
獄
処
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
他

資
料
中
の
地
獄
処
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、

で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
資
料
の
地
獄
処
は
、
各
々
が
説
か
れ
る
内
容
や
地
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獄
名
に
特
徴
が
あ
り
、
全
く
同

一
の
地
獄
処
で
あ
る
と
は
い
い
切
れ
な

い
問
題
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
以
下
、
順
に
問
題
点
を
示
し
な
が
ら
検

討
を
加
え

て
み
た
い
。
尚
、
1
四
門
大
地
獄
と
は
、
八
熱
大
地
獄
の
こ

と
を
指
す

の
で
、
そ
の
説
明
は

一
応
省
く
こ
と
と
す
る
。

(2)
大
山
地
獄
と
は
、
(
A
)
によ
る
と

「設
復
得
出
外
復
有
山
。
而
往
趣
之
。
彼
入
山
中
為
両
山
所
塵
。
猶
如
塵
麻

(
3
)

油
。
於
中
受
苦
不
可
稻
計
。」

と
あ
り
、

丁
度
、
麻
油
を
採
る
時
の
よ
う
に
、
大
山
が
せ
ま
り
来
て
罪

人
を
圧
縮

し
苦
し
め
る
地
獄
処
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
地
獄
処
は
、
(
A
)
のみ
に
存
在
し
、
特
殊
な
も
の
と
考

え

ら

れ

る

が
、
そ

の
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
「
八
熱
大
地
獄
」
の

一
で
あ

る

「衆

合
地
獄
=
S
a
n
g
q
h
a
t
a
」
に

似
て
い
る
。
つ
ま
り
、
(
A
)
は
、
今
扱

っ
て
い

る
小
地
獄

の
元
と
な
る
大
地
獄
処
と
混
同
し
て
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る

感
が
強
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
原
本
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
な
い
た
め
推

論
の
域
を
出
な
い
が
、
(
A
)
『
増壱
阿

・
天
使
経
』

の
資
料
的
特
徴

(即

ち
、
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
他
の
関
連
資
料
に
は
全
く
記
さ
れ
な
い
内
容
を
、

経
説
の
流
れ
、
内
容
等
を
完
全
に
無
視
し
た
形
で
挿
入
す
る
な
ど
の
特
徴
)
か

ら
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
後

に
述
べ
る
7
沸
尿
地

獄
以
下
の
内
容
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
き
、

一
ポ
イ
ン
ト
と
成
る

問
題
点
で
あ
る
。

次
に
3
熱
灰
地
獄
で
あ
る
が
(
A
)
には
、

「爾
時
彼
罪
人
韓
得
前
進
。
復
値
熱
灰
地
獄
。
縦
広
数
千
万
由
旬
。
於
中
受

苦
不
可
稻
計
。」

と
あ
る
の
み
で
、
ど
の
よ
う
な
地
獄
処
な
の
か
全
く
説
明
が
な
い
。
た

だ
、
そ
の
地
獄
名
か
ら
(
B
)
M
N
1
3
0
の
3
.
k
u
k
k
u
l
a
-
n
i
r
a
y
a
に

相
当
す

る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
(
B
)
も

と
記
す
の
み
で
詳
細
な
内
容
を
示
さ
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
(
D
)
『
鐵城
泥

型
経
』
(
F
)
『
泥梨
経
』
後
半
部
で
い
う
2
鳩
延
地
獄
と
は
、
M
N
燭
で

い
う
k
u
k
k
u
l
(
s
k
t
.
 
k
u
k
k
u
l
a
 
o
r
 
k
u
k
u
l
a
)
の

音
訳
と
考
え
ら
れ
る
。

(D)
(
F
)
で
は
、

「復
入
鳩
延
泥
梨
中
。
人
足
著
地
者
即
燃
。
挙
足
肉
復
生
。
有
東
走
西
走
南

(
5
)

走
北
走
。
周
匝
地
大
熱
」

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
熱
灰
地
獄
と
は
、
「罪
人
が
足
を
地
に
着
け

る

と

焦
げ
て
な
く
な
り
、
足
を
挙
げ
る
と
肉
が
再
び
生
じ
、
そ
れ
を
く
り
返

し
な
が
ら
四
方
に
走
り
回
ら
ね
ば
な
ら
な
い
地
獄
処
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は

『
中
阿
天
使
経
』
で
い
う
2

峰
巌
地
獄
に
内
容
が
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

に
は
、

「次
生
峰
巌
地
獄
。
火
満
其
中
無
煙
無
焔
。
令
行
其
上
往
来
周
旋
。
彼
之
両

(
6
)

足
皮
肉
及
血
下
足
則
尽
挙
足
則
生
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
(
D
)
(
F
)
の

他
の
資
料
か
ら
こ
の
地
獄
処
の
内
容

『増

壱
阿
含
経
善

聚
品

32
-

4
天
使
経
』
考
(2)
 
(牧
)
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『増
壱
阿
含
経
善
聚
品
32
-1
4
天
使
経
』
考
(
2
)
 

(牧
)

が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
(
A
)
で
そ
の
内
容
を
全
く
示
さ
ず
、
ま
た
、

他
資
料
に
は
な
い
地
獄
の
広
さ

(先
述
引
用
文
中
参
照
)
を
示
す
点
は
、

(
A
)
の
特
徴
と
て
み
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
(
4
)
刀
刺
地
獄
で
あ
る
が
、
(
A
)
に
は

「是
時
罪
人
復
入
此
刀
刺
地
獄
中
。
便
有
大
風
。
起
壊
此
罪
人
身
体
筋
骨
。

於
中
受
苦
不
可
稻
計
。」

と
あ
る
か
ら
、
「
地
獄
の
中
に
大
風
が
起
り
罪
人
の
身
体
を
破
壊

す

る

地
獄
処
で
あ
る
」
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
他
資
料
に
求
め
る
と
、
先

述

の
よ
う

に
、
5
A
S
i
p
a
t
t
a
v
a
u
a
4
鉄
錬
林
地
獄
、

(D)
(E)
二
経

は
、
5
阿
夷
波
多
桓

(沮
)
泥
翠
に
各

々
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
結
果

は
、
(
A
)
でいう

「地
獄
中
に
大
風
が
起
る
」
と
い
う
記
事
内

容
か
ら
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
各
資
料
の
内
容
を
さ
ら
に

厳
密
に
検
討
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
点
が
判
明
す
る
。
即
ち
、
地
獄

中

の
刑
罰

の
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
(
A
)
(
D
)
(
F
)
と
(
B
)
(
C
)
の

ニ
グ

ル
ー
プ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
(
D
)
(
F
)
で

は
、

(
7
)

(D)

「
其
中
有
熱

風
。
(欠
落
部
有
り
)
相
逢
避
之

不
能
得
脱

。」

(E)

「
其
中
有
熱
風
。
風
大
熱
過
於
世
間
櫨
炭
。
風
来
著
身
焦
人
身
体
。
皆
欲

避
之
者
。
常
与
熱
風
相
逢
。
避
之
不
能
得
脱
。
」

と
あ

り
、

(
A
)
と
同
様

「
直

接

そ

の
風

に

よ
り

罪

人

が

身

を
壊

さ

れ

た

り

焦

さ

れ

た
り

す

る

」

こ

と
が

分

か

る
。

こ
れ

に
対

し
、

は
、

(
C
)
「
彼
鉄
錬
林
地
獄
中
四
方
則
有
大
熱
風
来
。
熱
風
来
已
鉄
鎮
便
落
。
鉄
錬

落
時
戴
手
戯
足
或
戴
手
足
。
載
耳
戴
鼻
或
戴
耳
鼻
及
余
支
節
。」

と
あ
り
、
直
接
、
風
に
よ
り
身
体
を
壊
わ
す
の
で
は
な
く

「
風
に
よ
り

鉄
剣
で
で
き
た
樹
木
の
葉
が
落
下
も
し
く
は
動
か
さ
れ
、
そ
れ
が
罪
人

(
8
)

の
手
足
や
身
体
を
破
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
ら
か

に
そ
の
方
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
に

「表
記
さ
れ
る
地
獄
名
に
よ
っ
て
の
み
、
各
地
獄
処
の
同
異
を

決
定
す
る
こ
と

の
危
険
性
」
と
い
う
点
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
こ
の
点

は
、
先

の
3
熱
灰
地
獄
に
お
い
て
各
資
料
様
々
な
地
獄
名
を
示
し
た
こ

と
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
さ
ら

に
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
と

い
っ
て
も

と

で
は
後
の
部
分
で
内
容
が
全
く
異

な

る
。
即

ち

『
中
阿
天
使
経
』
は
、
こ
の
地
獄
処
の
中
に
極
大
狗
と
大
鳥

鳥

が

生

じ
、
罪
人
を
苦
し
め
る
記
事
を
示
す
な
ど
、
よ
の
発
達
七
た
内
容
を
示

(
9
)

す
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
(
B
)
M
N
1
3
0
と
(
C
)
が

所
属
す
る
部

派
の
見
解
の
相
違
が
現
わ
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ

な

い
が
、
今
は
(A)

『
増
壱
阿
天
使
経
』

に
中
心
を
置
い
て
い
る
た
め
詳
し
い
論
究
は
別
稿

に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
以
上

の
よ
う
に
、
各
資
料
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
、
地
獄
名
に
よ
っ
て
の
み
そ

の
同
異
を
判
断
す
る
こ
と
が

問
題
で
あ
る
点
は
、
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
(
5
)
大
熱
灰
地
獄

の
取
り
扱
い
に
お
い
て
、
こ
の
点
か
な
り
ウ

ェ
ー
ト
を
し
め
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
(
5
)
を
検
討
し
よ
う
。
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(5)
大
熱
灰
地
獄
は
、
(
A
)
で

「罪
人
復
入
此
大
熱
灰
地
獄
中
。
形
膿
融
欄
受
苦
無
量
。」

と
記
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
地
獄
処
で
は
、
罪
人
の
身
体
が
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
融
け
燗
れ
て
し
ま
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
地
獄
処
は
、
(
B
)
以
下
の
資
料
に
は
、
地
獄
名
の
み
か
ら
判
断
す
る

と
そ
れ
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
該
当
す
る
も
の
が

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
先

の
(
2
)
大
山
地
獄
の
よ
う
に
特
殊
な
も
の
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
地
獄
処
に

つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

一

は
地
獄
名
か
ら
見
て

「
3
熱
灰
地
獄
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
」
と

す
る
見
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
(
A
)
に
は
他

の
個
所
で
同
様
の
混
乱

(
1
0
)

部
分
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
頷
く
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
内
容
面
か
ら
考
え
る
と
、
単
に

「大
」
と
い
う
字
を
付
加
す

る
こ
ど
に
よ
り
3
熱
灰
地
獄
と
こ
の
地
獄
処
を
区
別
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
こ
れ
ら
二
地
獄
が
同
様

の
も
の
で
あ
る
な

ら
、
内
容
の

一
部
に
共
通
部
分
が
存
在
し
て
も
よ
い
筈
な
の
に
、
全
く

そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
こ
れ

ら

二

地

獄

は
、
全
く
別
の
地
獄
処
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ

こ
で
、
(
5
)
大
熱
灰
地
獄
の
記
事
内
容
、
特
に
、
先
に
引
用

し

た

文

中

「形
騰
融
欄
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
第
二
の
見

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
b
即
ち
、

で
い
う
大
熱
灰
地
獄

は
、

の
以
下
の
部
分
で
は
全
く
示
さ
れ
ず
、
逆
に
(
B
)
-
(
F
)
の

各
資
料

に

お

い

て

必
ず

扱

わ

れ

る

「
灰

河

地

獄
=

k
h
a
r
o
d
a
k
a
-
na
d
i」

に
相
当

す

る
も

の
、

も

し
く

は
、

誤

訳

で

は
な

い

の
か

と

い
う

見
方

で
あ

る
。

た

と
え

ば

、

『
中

阿

天

使

経

』

で

は
、

6
灰

河

地

獄

の
記

事

の
中

、

「皮
熟
堕
落
肉
熟
堕
落
或
皮
肉
熟
倶
時
堕
落
。
唯
骨
騨
在
。」

と
記
し
、
ま
た
(
D
)
では
、
8
堕
檀
羅
泥
翠
の
中
で

「熱
沸
涌
躍
人
皆
熟
欄
走
欲
上
岸
」

と
記
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
か
に
も

の
表
現
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

に
は
、
他
資
料
で
詳
し
く
説
か
れ

る
内
容
は
な

く
、
「
形

膿
融
燗
」
と
い
う
極
短
い
表
現
し
か
な
い
た
め
決
定
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
、
内
容
表
現
を
重
ん
じ
、
表
記
さ
れ
る
地
獄
名
の
み
に

よ
ら
な
い
判
断
を
考
慮
に
入
れ
、
同
時
に
、
十
六
小
地
獄
を
説
く
他
資

料
が
必
ず
こ
の
灰
河
地
獄
を
扱
う
点
も
含
め
て
、

で
い
う
大
熱
灰
地

獄
は
、
灰
河
地
獄
の
誤
記
と
考
え
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

次
に
6
刀
剣
地
獄
で
あ
る
が
、

に
は
、

「
刀
剣
地
獄
縦
広
数
千
万
里
。
是
時
罪
人
入
此
刀
剣
地
獄
中
。
於
中
受
苦
不

可
稻
計
。」

と
記
す
の
み
で
あ
り
、
先

の
3
熱
灰
地
獄
と
同
様
、
内
容
が
全
く
不
明

で
あ
る
。
た
だ
、
地
獄
名
か
ら
見
る
と
先
述
の
よ
う
に
他
資
料
で
い
う

各
地
獄
処
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
、
そ
の
中
(
B
)
M
N
1
3
0
『
中
阿

天
使
経
』
に
よ
り
内
容
を
見
る
と
、
こ
の
地
獄
処
は

「
罪
人
が
剣
樹
を

上
下
し
、
そ
の
剣
刺
に
よ
っ
て
身
体
を
刺
し
抜

か
れ
る
地
獄
」
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
(
D
)
は
か
な
り
そ

の
内
容
を
異
と
す
る
。
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(D)
(E
)
では
、

「復
入
阿
喩
惨
波
梨
涯
泥
翠
中
。
其
中
多
樹
木
。
樹
木
皆
為
刺
。
樹
間
有
鬼

人
入
其
中
。
鬼
頭
上
即
出
火
。
口
中
亦
出
火
。
合
身
有
十
六
刺
。
鬼
遥
見
人

来
入
大
怒
火
。
皆
出
前
食
人
肉
。
十
六
刺
皆
貫
人
身
体
。
裂
而
食
之
、」

と
し
て
、
樹
間
に
鬼
が
い
て
、
そ
の
鬼
の
身
に
あ
る
十
六
刺
に
よ
っ
て

罪
人
が
刺
貫
か
れ
る
と
い
う
他
に
な
い
説
を
示
す

の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
先
の
(
4
)
(
5
)
の

内
容
検
討
で
得
ら
れ
た
結
果
、
つ
ま
り

「
地
獄
名

の
み
で
そ
の
同
異
を
判
断
す
る
こ
と
の
危
険
性
」
と
い
う
点
を
再
度
示

唆
し
て
く
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
次
の
7
沸
尿
地
獄
の
内
容
に
お
い
て

更
に
顕
著

と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

で
6
刀
剣
地
獄
の
内
容
が
全

く
不
明
な
点
は
、
先

の
3
同
様

の
資
料
的
価
値
を
知
る
上
で
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得
る
。

次
に
7
沸
尿
地
獄
で
あ
る
が
、

に
は
、

「復
次
有
沸
尿
地
獄
。
中
有
細
虫
。
入
骨
徹
髄
食
此
人
。」

と
あ
り
、
地
獄
中
に
生
息
す
る
細
い
虫
が
罪
人
の
骨
髄
に
食
い
入
り
悩

ま
す
地
獄
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
の
資
料
も
大
筋
で
は

一
致
す

る
が
、
や
は
り
各

々
特
色
あ
る
内
容
を
示
す
。
ま
ず
、

で
は
、

「彼
糞
尿
大
地
獄
中
生
衆
多
贔
。
贔
石
凌
羅
来
。
身
白
頭
黒
其
紫
贔
如
針
。

此
贔
鐙
破
彼
衆
生
足
。
云
々
」

と
、
虫
が
贔
で
あ
り
、
凌
盟
来
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
か
な
り
具
体
的
な

内
容
を
示
す
。
(
D
)
(
F
)
も

、

「復
入
弥
離
摩
得
泥
梨
中
。
其
中
有
虫
。
虫
名
蠣
豫

(堀
啄
)。
廃
如
鉄
黒

頭
足
。
云

々
」

(
1
1
)

と
記

す

。

こ

の
(
C
)
(
D
)
で
い
う

虫

の
名

は
、

多

分

、

後

の

『
倶

舎

論

』

等

で

い
う

「
娘

矩

咤

虫
=

Z
y
a
tk
u
ta
」

の
意

訳

も

し

く

は
音

訳

と
見

て

よ

い
で
あ

ろ
う

。

と

こ

ろ
で
、
M
N
1
3
0
は

、

と
し
て
、
虫
に
針
が
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
虫

の
名
や
色
彩
な
ど
は
示

さ
ず
、
(
C
)
(
D
)

と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
各
資
料
各
々
特
色
あ
る
内

容
を
記
す
が
、

は
、
そ
の
中
に
あ

っ
て
か
な
り
簡
素
な
内
容
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
以
上
(
2
)
-7
ま
で
の
各
地
獄
処
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
訳
で

あ
る
が
、

に
は
、
次
に
全
く
何

の
説
明
も
な
い
、
地
獄
名
の
み
記
さ

れ
る
(
8
)
熱
尿
地
獄
と
(
9
)
剣
樹
地
獄
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
二
地
獄
処
は
、

地
獄
名
か
ら
見
る
限
り
、
(
8
)
熱
尿

7
沸
尿
、
(
9
)
剣
樹
(
4
)刀
刺
の
地

獄
処
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
。
特
に
(
9
)
剣
樹
は
、
他

(
1
2
)

資
料
と
の
比
較
か
ら
(
4
)
刀
剣
地
獄
を
異
訳
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
(
8
)
熱
地
獄
は
、
7
沸
尿

の
異
訳
と
単
に
考
え
ら

れ
な
い
節
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
次
に
問
題
と
す
る

「罪
人
が
帰
還
し

て
い
く
と
さ
れ
る
各
地
獄
処
」
の
中
に
両
地
獄
と
も
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
先

の
(
9
)
と
(
4
)
の
関
係
は
、
(
4
)
が
ど
こ

に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
を
(
9
)
に
当

て
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
(
8
)
は
7
の
す
ぐ
後
に
記
さ
れ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
(
A
)
は7
以
下

の
部
分
で
そ

の
内
容
に
か
な
り
の
混
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乱
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
そ
の
様
子
を
示
し
て
み
る
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。
即
ち
、

ま
ず
第

一
に
(
B
)
-
(
F
)
の

各
資
料
が

「
灰
河
地
獄
」
中
に
お
け
る
獄
卒

の
問
と
し
て
扱
う
内
容
を

は
7
と
(
8
)
の
も
の
と

し

て
扱

う
。

つ
ま

り
、
関
係
す
る
地
獄
処
も
異
な
り
、
内
容
を
二
分
し
て
示

す

の

で
あ

る
。第

二
に
、
獄
卒

の
第

一
の
問
を
終
え
る
と
同
時
に
、
内
容
に
関
係
な

く
突
然
、
罪
人
が
帰
還
し
て
い
く
地
獄
処
の
一
部
を
示
し
、
ま
た
、
そ

の
内
容
に
更
に
次

の
二
つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

帰
還
し
て
い
く
地
獄
処

の
第

一
位

に
熱
尿
地
獄
と
記
す
が
、
こ
れ
は

に
お
い
て
未
だ
何
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
地
獄
処
で
あ
り
、
何
故
説
明

の
な
い
も

の
が
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
疑
問
が

生

じ

る

点
。
ま

た
、
今
ま
で
見
て
き
た
(
1
)
-
7
の
地
獄
処
全
て
を
記
す
の
で
は
な
く
、

熱
灰
、
刀
剣

・
大
熱
灰

の
三
地
獄
名
を
示
す
の
み
で
あ
る
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
7
沸
尿
地
獄

の
次
に
至
る
地
獄
処
と
し
て
(
8
)
熱
尿
地
獄
を

示
す
が
、
先
述
の
よ
う
に
何
の
内
容
説
明
も
な
く
、
次
い

で

ま

た

突

然
、
獄
卒
第
二
の
問
を
説
き
出
す
。

第
四
に
、
獄
卒
第
二
の
問
を
説
き
終

っ
た
後
、
再
び
、
罪
人
が
帰
還

す
る
地
獄
処
の
残
り
の
部
分
を
、
こ
れ
も
前
後
の
文
脈
に
関
係
な
く
説

き
出
し
、
同
時
に
そ
の
中
に
、
今
ま
で
全
く
未
説
明
で
あ

っ
た
(
9
)
剣
樹

地
獄
を
含
む
な
ど
矛
盾
が
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
、

は
、
他
資
料
(
B
)
-
(
F
)

と
比
較
す
る
と
か
な
り
経
説

に
一
貫
性
の
な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ

の
混
乱
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
示
し
た
の
が
、
後
表
上
段
部
で
あ

(
1
3
)

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
様
な

の
内
容

の
混
乱
は
、
先
述
の
よ
う
に
経
全

体

の
流
れ
の
中
、
例
え
ば
(
B
)
-
(
F
)

の
資
料

に
は
全
く
示
さ
れ
な
い
と
こ

ろ
の

「
地
獄
中
に
お
け
る
刑
罰
の
た
と
え
の
部
分
」
を
挿
入
す
る
点
、

な
ら
び
に

「地
獄
中

に
お
け
る
罪
人
の
様
子
を
示
す
部
分
に
偶
文
を
挿

入
す
る
」
等
、
随
所
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で

の
特

徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
、
こ
の
部
分
を
(
B
)
-
(
F
)

の
他
資
料
の
内
容
に
基
づ
き
整
理
し
た
の
が
、
後
表
下
段
部
で
あ
る
。

後
表
下
段
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の

の
内
容
を
整
理
し
て
み
る

と
、
経
説
に
も

一
貫
性
が
あ
り
、
説

か
れ
る
各
地
獄
処
も
整
う
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
(
B
)
-
(
F
)

以
外
の
資
料
に
は
、
ま
た
、
別
の
見
解
を

示
す
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『
長
阿
含

・
世
記
経
』
地
獄
品
で
は
、
今

い
う
獄
卒

の
問
の
部
分
を
各
々

「飢
餓
地
獄
」
と

「
渇
地
獄
」
と
し
て

独
立
さ
せ
、
そ
れ
を
十
六
地
獄
の
中
に
数
え
入
れ
る
と
い
う
独
自
の
説

(
1
4
)

を
立
て
る
し
、
ま
た

『
立
世
阿
毘
曇
論
』
で
は
、
獄
卒
の
問
を
苦
相
の

(
1
5
)

一

・
二

に

分
け

て
示

す

。
更

に
、

地

獄

名

の
問

題

と

し

て

は
、

『
施

設

(
1
6
)

論
』
世
品
で
糞
尿
地
獄
を
二
つ
に
分
け
て
示
す
な
ど
諸
説
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
今
ま

で
検
討
し
て
き
た
点
を

考
慮
に
入
れ
る
と
、

に
見
ら
れ
る
問
題
点
は
、
次
の
様
に
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
(
A
)
が
(
B
)
-
(
F
)
と

同
本
異
訳

の
関
係
と
見
る
な
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ら
、
そ
れ

は

の
内
容
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
よ
く
、

後
説
下
段
部
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

が

『
長
阿
含

世
記
経
』
や

『
立
世
阿
毘
曇
論
』
等
と
同
様
、
こ
の
部
分
独
自
の
説
を

立
て
て

い
る
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
(
A
)
と
(
B
)
-
(
F
)
の

各
資
料
が
同

本
異
訳

の
関
係
で
は
な
く
、
同
名
異
本

の
関
係
で
あ

っ
た
と
受
け
止
め

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
『
立
世
阿
毘
曇
論
』

で
は
、

こ
れ
ら
獄
卒
の
問
の
部
分
を
、
や
は
り
、
(
B
)
-
(
F
)
と

同
様

「烈
灰
汁
地

獄

(灰
河
地
獄
)」
と
の
関
係
で
扱
い
、
『
長
阿
含
世
記
経
』
も
獄
卒

の

問
の
第

一
の
部
分
を
」
灰
河
地
獄
と
関
連
し
て
再
度
取
り
上

げ

る

な

ど
隔
各
説
共
通
し
た
内
容
を
示
す
の
で
あ
り
、

の
み
、
そ
れ
を
7
沸

尿
(
8
)
熱
尿
地
獄
と
の
関
係
で
扱
う
点
は
、
不
可
解
な
も
の
と
し
か
い
い

よ
う
が
な

い
。
ま
た
、
獄
卒
の
問
の
部
分
及
び
糞
尿
地
獄
を
二
分
す
る

点
に
り
い
て
は
、
以
上
の
諸
説
が
参
考
と
な
る
が
、
罪
人
が
帰
還
し
て

い
く
地
獄
処
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に

に
混
乱
も
し
く
は
不

完
全
性
が
あ
る
と
断
定
し
て
差
し
支
え
な
い
。

以
上
、

『
増
壱
阿

・
天
使
経
』
で
説
か
れ
る
地
獄
処
に
つ
き
、
そ

の
内
容

の
特
異
性
及
び
特
に
7
沸
尿
地
獄
以
下

の
内
容
状
態

に
つ
き
若

干
の
考
察
を
加
え
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
訳
業
上

の
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
所
属
す
る
部
派
の
見
解
を
含
め
た
内
容
発
達
上
の
も

の
な

の

か
、
今
後
更
に
深

い
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
(未
完
)

1
 
拙
稿

『増
壱
阿
含
経
善
聚
品
32
-
4
天
使
経
』
考
、
印

・
仏

・
研
巻
34

-
1
。
2

こ
れ
ら
各
地
獄
中
数
字
に

(

)
の
付
い
た
も
の
は
、
特
に
問

題

の
あ

る
地
獄
処

で
あ

る
。

3

大
正
2

・
6
7
5
C
-

6
7
6
B

(
以

下

の
引
用
文
同
じ
)
。
4
P
T
S
.
M
N
 
v
o
I
 
I
I
I
1
8
4
p
.
3
1
L
-
1
8
p
.

2
0
L
(
以
下

の
引

用

文

同

じ
)
。

5

大

正
2

・
8
2
7
B
-

8
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